
理学部物理学科

安野　琢磨

2004年を迎え、私たちもいよいよ卒業す
ることになりました。振り返ってみると、
友人にも物理を勉強する環境にも恵まれ、
豊かな学生生活であったと思います。
もともと私が物理に興味を抱いたのは、

小さい頃両親に買ってもらった図鑑がきっ
かけだった気がします。その図鑑には当時
の自分の自然観では到底理解できない様々
な現象が描かれていました。あらゆる物を
吸い込んでしまうブラックホールの存在、
etc…、などに心から驚愕したのを今でも
良く覚えています。
そのような自然の一端をのぞいてみたい
という気持ちで入学した物理学科でした
が、多くの人と様々な事について議論をし、
それぞれの自然観を語り合った日々をとて
も大切に思っています。
３月で卒業という節目を迎えるわけです
が、私が本学で学んだことは私の人生にお
いて有意義であった事を確信しています。

これからも、自然の仕組みに心を躍らせ、
思いを馳せる喜びを感じていきたいと思い
ます。

医学部医学科

羽場　真

外は今日もみぞれのような重い雪が降っ
ている。テレビではニュースキャスターが
毎日の日課のように海ひとつ隔てた国の奇
妙な日常を嘲ったりしている。日本代表の
メンバーには自分よりも年下の選手がもう
何人も名を連ねている。世の中も随分変わ
ったと思いつつ、自分はどうかと振り返っ
てみる。確かに幾らかの酒も飲めるように
なったし、人並みに恋愛なるものもしたよ
うな気はする。人に偉そうにものを言うよ
うにもなったし、あの時は漠然としていた
将来も徐々に現実味を帯びてきた。それは
自分が六年前と多少は変わったという事な
のかもしれないが、その変化は進歩と言え
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これからも、自然の仕組みに心を躍らせ、
思いを馳せる喜びを感じていきたい。

これから社会に出ても、
自分がしてきたことが正しいか間違っているか、
自分は果たして前に進んでいるのかどうかと、
自問しながら生きていくように思う。
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るものなのかはよく分からない。親元を離れ、
大学で六年も学んできてこのようにしか思え
ないのも少し淋しいが、これから社会に出て
も、自分がしてきたことが正しいか間違って
いるか、自分は果たして前に進んでいるのか
どうかと、自問しながら生きていくように思
う。そのように気づかせてくれたのがこの六
年間かもしれない。窓を開けたら降っていた
雪が雨に変わっていた。こたつで一人、煙草
に火をつける。

医学部保健学科

松嶋　未央

４年前の春、看護を学ぶために、ここに来
ました。４年後に大学を卒業して、看護職と
して働くことを夢見ていました。
専門分野の講義が始まると、初めて目にす
るものや初めて聞く言葉が溢れていました。
耳慣れない言葉に戸惑いながらも、学びたか
ったことを、学べる喜びを感じていました。
授業や実習では、「看護って何だろう。」

「健康って、どういうことだろう。」「幸せっ
て何だろう。」と折に触れて考える機会を持
ちました。しかし、今でも答えは見つかりま
せん。
４年の間には、たくさんの人に出会いまし
た。迷ったときもあったけれど、たくさんの
人に支えられて、学び続けることができまし
た。これからも、看護職として働く中で、素
敵な出会いが数多くあると信じています。ひ
とつひとつの出会いを大切にしながら、ほん
の少しでも前に進んで行きたいと思います。

歯学部歯学科

谷畠　里誌

卒業にあたって一番思い起こされるのは、
やはり６年次での総合診療部における臨床実
習です。この実習は、患者さんと直に接し歯
科診療を行う初めての機会であり、まさに歯
科医師としての第一歩を踏み出したという実
感をもつことができました。
総合診療室に来ていただいた患者さんに

は、自分の未熟さからご迷惑をおかけするこ
ともしばしばありました。しかし実習期間を
終えたとき、ある患者さんから「１年間あり
がとう。卒業後もがんばってください。」と
励ましの言葉をいただきました。この言葉は、
卒業後の自分にとって大きな支えになると思
います。
また、学生生活で一番印象に残っているの
は、６年生まで続けた部活動だと思います。
部員の数も少なく決して強くはありませんで
したが、限られた時間の中、仲間とともに部
活に打ち込むことができたことは、自分にと
ってよい思い出になりました。
卒業後は新潟を離れることになりますが、

新潟大学で学んだことを糧とし、これからの
人生を歩んでいきたいと思います。
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ひとつひとつの出会いを大切にしながら、
ほんの少しでも前に進んで行きたいと思います。
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